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図：市町村の取組状況（令和7年度）

１．　市町村：自市町村の課題（機能強化すべき評価分野や活動目標）は何ですか？

２．　市町村：自市町村の課題はどのような背景から生じているでしょうか？

３．　市町村：課題の解決に向けて活用できる自市町村の強みは何でしょうか？

４．　課題の解決に向けた目標とそれを達成するための取組を考えましょう。

・センター数や設置形態、人員配置の見直しが未着手。

市町村における高齢者等に関する分析結果や地区課題等をもとに、センター数や設置形

態を見直していない。センター人員体制と実施件数を把握し人員配置を見直していない。

町は直営センターであるため、運営と事業実施を同時並行に行っている。そのため、事

業実施にとらわれすぎて「センター全体の運営」に目が行き届いていない。

直営だからこそ、町の政策が直接反映できる強みがある。

直営センターにおける市町村機能とセンター機能の整理「市町村として決めること」と

「センターとして実施すること」を分けて運営方針を検討していく。
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1. 地域包括ケアシステムの

構築・推進

2. 組織・運営体制

3. 総合相談支援事業

4. 権利擁護事業

5. 包括的・継続的ケアマネ

ジメント支援事業

6. 地域ケア会議

7. 介護予防ケアマネジメン

ト・介護予防支援事業

8. 包括的支援事業（社会

保障充実分）

市町村指標

鳩山町 埼玉県 全国平均


